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言語理論と英語教育制
ーモダリティ:話者の気持ちの表現-
田中彰
Linguistic Theory and English Teaching (10) 
-Modality: the expression ofミpeaker'sattitudes-
Shoichi TANAKA 
This pap巴ris concem巴dwith the modality which means speaker's m巴ntalattitud巴.According to Nakau 
(1994)， th巴meaningof a s巴ntenc巴consistsof modality and proposition， which build a hierarchical structure 
of meaning. Modality is difined as“speaker's mental attitud巴atthe time of utterance." 1 ilustrat巴suchmodal 
巴xpressionsas modal auxiliaries， sente配 eadverbs， tag questions， sロ匂巴ct+verbtype expressions， parenthetical 
expressions， and intonation， discussing their crucial role in language communication when speakers try to 
show their thoughtfuln巴sor politeness to listeners or others. 1 indicate that it is especially important for learn-
ers of English to understand not only how they make a propositonal sentence in English but also how they 
should convey the propositonal meaning to listeners through an appropriate modality . 
key words: modality， proposition， spe総er'sattitude， pragmatics， language awareness 
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1.モダリティの重要性
私たちは普段の言語活動において、事実とわ
かっていても、なかなかその内容を雷い切るので
はなく、言い切ることを器錯したり、隈定的に述
べることによって、聴き手に対する対人的な配慮
態を断定せずに主観的な心的態度とともに表現す
ることが行われる。たとえば、 (1)では、 mustr ~ 
にちがいない」という心的態度が、「外は雨が降っ
ているJという事態の意味に付加されていると考
えることカfできる。
を示すことが多い。その方が、 コミュニケー
ションを円滑にすると考えるからである。たとえ
ば、日本語の場合、「だろうJrらしいJrょうだ」
「そうだJrかもしれないjなどの表現がその機
能を持つ表現である。 l文末の補助形式としての
これらの表現は、客観的な事実の表現ではなく、
話し手の断定や推量の判断、あるいはその判断を
さらに正当化する主観的な態度を表す表現である
と雷える。
英語でも、対人関需や聴き手への配慮から、
(1) It must be raining outside. 
わかりやすくするために、意味成分で分解する
と、次のように表すことができょう。
(2) must + itbe raining outside 
このような話し手の心的態度の意味成分は fモダ
リティjと呼ばれる。そうすると、文の意味成分
は客観的な意味成分である「命題jとそれに対す
るモダリティからなると言うことができ、 (3)のよ
うに表すことができる。
(3) 文の意味口モダリティ+命題
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このような文の意味のニ極構造は中古 (1994、
1999)に従うものである。その理論的枠組みによ
れば、文の意味は階層的な意味構造を持ってお
り、大きく主観的意味成分としての「モダリティJ
と客観的意味成分であるf命題jに分かれている。
本稿では、主観的なモダリティを表す「モ夕、1)ティ
表現Jに注目し、命題を表す命題表現との対比に
おいて、言語コミュニケーションにおけるモダリ
テイの役舗を分析する02しかしながら、ここで
は、モダリティの定義やどのようにモダリティ成
分と命題成分を峻加するかなどの問いへの答を検
討することはしない。そうした根元的な問題への
精綾な分析については中右 (1994) を参照された
しミ。
本稿の目的は、代表的な英語のモダリテイ表現
を車り上げ、それらがどのような心的態度を表す
のかを観察し、対応する日本語のモダリテイ表現
と対照的に比較しながら、話者の心的態度の表現
を理解することが吉語コミュニケ…ションにおい
て重要な因子になっていることを示すことであ
る。もっと蓄えば、ことばによるコミュニケ…ショ
ンにおいて、 f何を{云えるかjと閉じくらい「ど
のように伝えるかjが重要であることを示すこと
になるはずで、ある。なぜならば、コミュニケーショ
ンにかかわる情報の発信者と受信者は感情を持つ
人間で、あるのだから、雷語表現に対人的な配慮を
示すことで、相手への思いやがを表すことがで
き、ひいては誤解のない円滑なコミュニケ…ショ
ンが成立することになると考えられるからであ
る。
2. rどのように伝えるかjの大切さ
日可を伝えるかJと「どのように{去えるかjは、
本稿だけの主題ではない。「何を伝えるかjがわ
かるという場合は、ことばの正しい表現、たとえ
ば、その文字や競り、発音、文法を知っていると
いうことである。 「どのように{云えるかj
を知っているということは、場面状況や対人関係
を考慮して、適切な伝え方ができるということあ
る。このための能力とは、最近言及されることの
多いコミュニケーション能力 (HymesやCanale
and Swain (1980)の定義する communicativecom時
petence:以下CCと略す)における(4 b)の社
会雷語的能力と関係する。
(4) a.文法能力 (gramrr凶 icalcompetenc巴)
b.社会雷語的能力(sociolinguisticcompetence) 
c.談話能力 (discours巴competence)
d.方略的能力 (strategiccompetence) 
社会言語的能力とは、場や対人関係などのコンテ
クストに応じたコミュニケーションができる能力
を苦う。このように、 CCの一部として社会的な
認識が昔話に反映されるという気づきは、
を考える上で重要な視点であるとみなすことが
できる。
このような言語能力の再考と呼応するように、
Geoffrey LeechとJennyThomasは、学習者用の定
評のある英語辞典LongmanDictionary of Contem-
porary Englishの蔀書き (pp.F12-3) "において、
以下のような桟意を述べている。(…は省略を
す。)
( 5 ) Ifforeign learners make grammatical errors， peo-
ple may think they do not speak English very well， 
and make allowances for them. But if learners make 
pragmatic errors， they risk (…) appearing impolite， 
unfriendly， or even aggressiv巴. Conversely， some 
learners (…) may make the mistake of appearing 
over-polite， which in turn can cause embぽrassment，
or can even give an impression of sarcasm. 
これによると、英語学習者の「何を伝えるかJに
おける間違い、つまり発音や文法の間違いは、英
語話者に(学習が進んでいないものと好意的に判
断されて)許されるが、英語学習者が「どのよう
に伝えるかJにおける開違いをしてしまうと、「失
礼/不親切/無礼で、あるJ、あるいは逆に「丁寧
すぎる」と、意閣を誤って判断されてしまうとい
う危険性がある。 LeechとThomasは、例として
Will you please sit down ?をあげている。問題は、
この表現がコミュニケーション上「どうぞお座り
下さい。Jの意味になりうるかということである。
答は、否である。この英語表現は一見丁寧に見え
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るが、実は大人の英語話者が子どもを諭すときに
典型的に fそこに盛ってちょうだいjという意味
でイ吏われている。したがって、表現に英語の文法
上の間違いはないのに、大人の英語話者に使った
場合、場面状況や対人関係に関して不適切な表現
になる可能性が高いことになる。
より具体的に見てみると、 Will you please sit 
down? では、 Will~ ?という本来相手の意志を詞
う表現がpleaseという話者利益を表す叡頼表現と
同時に使われているため、話者の心的慈度は要請
的である。そのため、意図された意味である相手
利益の「どうぞお座り下さいoJにならず、 Willyou 
be quiet! (静かにしてくれ)のように、命令・
要請的態度になってしまい、結果的に対等な相手
や目上の人に使うと失礼な表現になるのである。
以下の例でさらに英語表現を考えてみよう。
(6) a. The restaurant is open. 
b. Is the restaurant open? 
c. The restaurant is open， isn't it? 
d. The restaurant cannot be open. 
e. If only the r巴staurantwere open. 
f. They say the restaurant is open. 
「そのレストランが開いているjということをぶっ
たときに、私たちは、確かに開いていると確信が
あれば、(6 a)のように断定できるが、設か
ねるために質問の態度(6 b)を呪ったり、確認
のために念を押したり(6 c)、逆に聞いていない
という誰測が強ければ、 (6d)のように「開いて
いるはずがないjという態度を示したり、「開い
ていればなあjという願望(6 e)、f開いている
そうだjという伝聞による推測を示す(6 f) こ
ともできる。このように、さまざまな話者の主観
的な態度が、いろいろな表現によって表される。
あとで見るように、イントネーションによって、
そのような窓震を示すこともできる。
このことから、英語においても、日本語と間犠
に適切な伝え方に留意する必要があると設える。
「何を缶えるかJという発音・語議・文i去の側面
も重要であるが、 l可時に「どのように伝えるかJ
も重要である。そのための言語表現として、モダ
1)ティ表現があると言うこともできる。もっと
えば、モダリティの配慮がなければ、およそ自然
な発話をなすことができないのである。このよう
に、ことばの適切な使沼を研究領域とする分野を
議 (pragmatics) と呼んでいる。本稿の範囲
は、文のもつ意味的側面と共に、この語用論的な
研究の枠内に入るものである。
3.モダリティ表現
上で述べたように、モダリティ表現は、 (3)で見
た文の意味の二極構造においてモダリティ成分を
表す表現のことである o5qJ右(1994: 43) にお
ける定義は「発話時点6における話し手の心的態
度」であり、ここではこれに従って考えることに
したい。モダリティ表現といっても、多様な諾索、
文法範暗にまたがっている。ここでは、代表的な
例として、法助動詞 (3.1. )、副詞匂や副詞簡を
含む文副説類 (3.2.)、 1thinkタイプ (3.3.)、付
加疑問(3.4.)、挿入勾的表現(3.5.)、イントネー
ション (3.6.)を取りあげる。
3. 1‘法助動詩
Can'， may， will， mustなどの法助動詞は典型的に
モダリティを表す英語のそダリティ表現と蓄え
る。ひとくちに法助動詞といっても、その用法は
様々である。可能性、含意、義務、許可などの用
法があるが、法助動議の意味は大きく認識的(epis悶
temic)意味と根元的 (root8) 意味に分かれる。
前者の認識的意味とは、ある事態が成立する確実
性・可能性の程度を表す。たとえば、「かもしれ
ないJIにちがいないJIだろうJIはずカfないj
fはずだ」に当たる以下のような使用併である。
(7) a. John may be right 
b. Mary must be telling a lie. 
c. John will com巴
d. It can't be true. 
e. The e-mail should have anか巴dby now. 
これに対し、根元的意味とは、主語の能力 fでき
るj、義務 fなければならないJ、必要性9Iする
べき」、意志「するつもりJ、許可「してよいJを
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表す用法である。
(8) a. You may use th巴telephone.
b. Mary must be here until3 o'clock. 
c. John will go to the party. 
d. You can do it. 
e. You should retum the book to him. 
「根元的」と れる所以は、認識的な意味がそ
こから発展してきたという含みがあるからである
が、ここでは意味拡張の解明10ではなく、 (5)のよ
うな認識的な意味用法を正しく使うことができる
かどうかがコミュニケーションにどうかかわるか
を考えてみよう。
上で見たように、認識的法劫動詞は、ある事態
が成立する際に、話者が示す命題内容の確実性へ
の判翫と雷える。(命題論理的には、命題に対す
る真偽判新 (truthjudgment) と呼ばれる。)(7)で
見たように、この確実性を示す判断には程度の差
がある。(この点においての法助動詞と文副詞の
整合的な関係を、 3.2.1.節で見る。)
このような確実性の判噺は、たとえ法助動詞が
過去形になっても、過去の判断を表す1のではな
く、現在持の態度、つまり「発話時点における話
し手の心的態度Jを表す。
(9) a. John might be right. 
b. John would come. 
c. It could be true. 
(9)の法劫動詞は過去形になっているが現在の誰量
を表している。これらのモダリティ表現は、対応
する現在形よりもさらに事態の可能性が低いこと
を示すため、深い自己最、丁寧さ、控えめな態度を
表している。発話時のことを過去形で表すため仮
想的な用法 (hypotheticaluse) といわれることが
ある。そして、まさにこの誰最のモダリティ表現
が、英文法でいう 1反定法」を成立させていると
いうことができょう。たとえば、 (10)のような円反
定法過去jの例では「現在の事実に反する仮定j
を表し、 could、 would は I~だろう」の推量の心
的態震を表している。
(10) a. If 1 wer巴you，1 couldn't do like that. 
b. If you loved me， you wouldn't say that. 
(1)のようなf仮定法過去完了Jと称される例でも、
その推量の態度は向じであり、「発話時におけるJ
推量であることに変わりはない。
(1) a. If 1 had been you， 1 couldn't have done like 
that. 
b. If you had loved me， you wouldn't hav巴 said
that. 
モダリティを表す助動語表現は「仮定法過去Jで
も「依定法過去完了Jでも閉じであることに注目
しよう。過去形(現在の反事実)と過去完了形(過
去の反事実)による仮想的な状況を披定条件 I~
であれば/~であったらJ とし、その帰結に I~
だろう/だったろうjという推量・推澱の態度を
示す用法が仮定法であるということができる。つ
まり、仮定法の核は助動認表現の持つ推量のモダ
リティである。
直接にI~だから、~だ/である」と言わずに、
現実とは逆の仮定をして、推量の法劫動詞を用い
た時接的な表現ができている。その効果として、
表現はより丁寧になり、椀治的になるのである。
たとえば、さらに疑問の態度を付け加えると、同
のような表現ができる。
(12) a. Would you like some coffee? (if 1 were to ask 
yoむ)
b. Could you come and see me tomorrow? (if you 
could) 
これらの表現には、 if節で示したような仮定が隠
れていると考えることができる。過去形であって
も発話時の推量を表しているのは(9X10X1)の場合と
同じである。その点で、これらの丈は腕曲表現で
あり、了寧な表現なのである。
3.2.文副詞類
法助動詞と同じように、話者の判i新・気持ちを
表す表現が副詞にもある。文({I鋭部)副詞と呼ば
れる副詞群がそれにあたる。 12文修飾というの
は、副詞が特定の語匂を修飾するのではなく、文
全体(つまり命題内容)にかかる読みになるから
である。
(13) a. They were playing happily. 
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b. Happily， no one was there. 
(13a)のhappilyは「楽しそうにjの意で様態を
示すことで動詩句 (were)playingを修飾してい
るのに対し、 (13b)のhappilyは文頭にあって、
い(にも)Jの意味になり、文全体(命題内容)
にかかる読みになっている。つまり、前者は様態
の副詞で、後者はモダリティを表す文部詞であ
る。このように、副詞は文中の位置で意味が異な
る場合がある。ここでは、モダリティと関係する
副詞類を大まかに、命題の確実性を示す場
(3.2.1.)、倍値判新を示す場合 (3.2.2.)、主語
に対する錨値半日新を示す場合 (3.2.3.)、留保条
件を示す場合 (3.2.4.)、副詞節が主節の心的態
度にかかる場合 (3.2.5.)に分けて考えることに
する。
3.2. 1.命題の確実性を示す文副詞類
法助動詞が、認識的意味、たとえば「かもしれ
ないJiにちがいないJiだろうJiはずがないJ
といった話者の判断を表す用法があることを前節
で見たが、それに対応するように副詞(的語句)
にも「ひょっとしたらJiおそらくJiたぶんJi間
違いなくJi明らかに」という表現がある。英語
では、 maybe，possibly， PI噌obably，surely， evidently， 
certainly， p巴rhaps，no doubt， tobe sureといった表現
が対応する。これらの表現は、日本語の場合と同
じように命題が成立する確実性(蓋然性)を話者
の判断として示す表現である。これらの表現の相
互関係を考えるために、以下の表現対比を見てみ
よう。
(14) a. They surely don't com巴here.
b. Possibly they may com巴here.
c. Perhaps they will come here. 
d. Probably they will com巴here.
巴.Certainly they will com巴here.
これらの表現には、「かれらがここに来るjとい
う命題に対する話者の判断に差があることが示さ
れている。つまり、命題の確実性に対する話者の
判断に程度の差があるということである。日本語
でも、「確かに~ない、ことによると、ひょっと
して、たぶん、確かに、間違いなくJの}I震に確実
性が上がる。このような話者の判断の程度の差を
次のように示すことができょう。 13
(15) 高い確実性の判断
certainly、surely
probably 
maybe、perhaps
possibly 
surely not 
低い確実性の判断
このように、命題の確実性を表明する文盲目詞は、
命題内容の確実性に対して程度の差のある判断を
示すことができる。どの態度をとるかは話者の主
観的な決定であり、その意味で文副詞はモダリ
ティ表現として機能している。
ここで、(比)の例文をもう一度考察してみると、
文副詞と呼応するように法助動認が現れているこ
とがわかる。 3.1.節で見たように、法助動詞も命
題内容の確実性に対して判断を示すモダリテイ表
現である。そうすると、文副詞と同じように、法
助動詞でも程度の差がある判断が示されているは
ずであり、実際、次のように示すことができょう。
岡高い確実性の判断
must (ちがいない)
will、would(はずだ、、だろう)
may、can(場合がある)
might、could(かもしれない)
can't (はずがない)
低い確実性の判断
ただし、このように判翫の程度の差を付けること
は、。。と開様に、あくまでも目安にすぎない。相
対的にある程度の差があると感じられる分け方で
あり、日本語の表現から推測できるように、施対
的な判断を示しているとは考えられない。同じ表
現を使っていても、話者により、コンテクストに
より確信度は異なるとも考えられる。
(凶において、文副詞と呼応、するように法劫動詞
が現れていることを確認したが、これは言語コ
ミュニケーション上余剰となるはずであるのに、
なぜ二重にモダリテイ表現が用いられているので
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あろうか。類例を見てみよう。
(17) a. That story竺担旦回笠型投betrue. 
b. What she said may probably be wrong. 
c. It must certainly be surprising to you. 
d. John生虫翌巴也生haveleft home by now. 
これらの併のモダリティ表現の共起はモダリティ
のいわば相乗効果というべきものであろう。なぜ、
なら、相矛盾するモダリテイ表現が共起すると不
i藍格になるからである。(関田 (1985: 111)) 
(18) a. *The report may surely be true. 
b. *The report must possibly be true. 
相乗効果は、闘のように表現の丁寧さとも鰐係す
る0
(19) a. Could you possibly lend me 100 dollars? 
b. Might 1 possibly leave now? 
ここでは、法助動詞と副詞がともに命題内容の百I
能性が低い判断での依頼表現となっている。話者
の心的態度として、頼みにくいことを依頼する際
の了寧表現となる。
3.2.2.錨値判断を示す文副器類
これは命題内容が示す状況について、話者の価
値観や情緒的判断が表明される副部類である。英
語では、 interestingly，(un)fortunately， luckily， surpris-
ingly， regrettably， amazingly， happily， hopefully， 
strangely， to my surpris巴， to my regret， curiously 
enoughなどがこのタイプにはいる。日本語では、
「おもしろいことにJI残念なことにJI不思議な
ことにJI幸運にもjなどが対応する。。0) a. Fortunately， alof them survived the crash. 
b. Regrettably， they failed the examination. 
c. Happily， the lost ring was not of great value. 
このタイプの副詞類のほとんどは形容詞で言い換
え可能である。。1) a. It is fortunate that al of them survived the 
crash. 
b. It is regrettable that th巴yfailed the examination. 
c. *It is happy that the lost ring was not of great 
value.14 
(21a) (21b)では that節の内容が命題であり、形
容詞 fortunate、regrettableのコメントが付加され
ていることが理解できる。 (21呂)(21b)が副読表
現の (20a) (20b) と同義であるとなれば、当然
同じことが文副認の文である (20a) (20b)につ
いても雷えることになる。
3.2.3.主語に対する{面積判顕を示す文罷罷類
これは基本的に前節の副詞類と同じタイプとみ
なすことができるが、違いは記述対象が主語にな
る点である。そのため主語指向 (subj巴ct“oriented)
部認と呼ばれることがある。これに対し、前節の
儲値判断副請を話者指向 (speaker-oriented)副詞
と呼ぶが、どちらも話者の緬値判新を示している
点では肉じであることに注意しなければならな
い。17Uは、foolishly， wis 巴ly， stupidly， cl巴V巴叙r匂， (un) 
willinglyなどである。対応する日本語は「愚かな
ことにJI賢明にもJI用心してJなどになる。
信2) a. John foolishly left th巴documentin the bus. 
b. Wisely， Mary held his tongu巴.
(22a)は IJohnは愚かにもパスに書類を忘れたJ
であり、 (22b)は「賢明にも Maryは黙っていたJ
の意である。このタイプの副詞類も形容詞による
言い換えができる 0
(23) a. He was foolish to leave the document in the 
bus. 
b. It was foolish of him to leave the docum巴ntin 
the bus. 
3.2.4.留保条件を示す副調類
これは命題内容が示す状況が成立するための条
件をコメントする文副詞類である。日本語の I~
ところではJI ~に雷えば」に相当することから
わかるように、発話様態を示すモダ1)テイ表現で
ある。このタイプに含まれる副詞類は、 admittedly，
apparently， reportedly， allegedly， seemingly， techni-
cally， theoretically， fundam巴ntally，officially， ideally， in
my opinion， al things considered， as1 see it， asfar as 1 
know， tothe best of my knowledg巴， ifI rememb巴rcor嶋
rectlyなどである。開を見てみよう。
白母 a. Business is appar巴ntlyimproving. 
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b. Th巴caris theoretically capゆleof achieving 
180 kmph. 
(24a)は、 f景気が、みたところでは(どうやら)
改善しているJが、実際は確定的ではなく、反論
もあり得るの意で、 (24b)は「理論的には時速180
km出せるjということであり、実際に出せるかど
うかはやってみないとわからないという含みを持
たせることができる。このように、このタイプの
文副読類は、雷語コミュニケーション上、限定条
件イ寸きのメッセージをつくるために必要である。
このタイプの副詞類を考えるために apparently
を詳しく見ると、実際は陵味であることがわか
る0
(25) a. Apparently， he is a good runner though I have 
never seen him run. 
b. Apparently， he is a good runn巴rsinc巴hehas 
won many races. 
(25a)は「走っているのを見たことはないけれど
も、どうやら彼はいい選手だJの意であり、 seem-
inglyあたりに対応する。一方、 (25b)でわかる
ように、もう一つの意味は「明らかにjであって、
「たくさんのレースに勝っているのだから、明ら
かにいい走者だ」の意味になる。この場A合は ob回
viously， clearly， evidentlyと言い換えられる。つま
り、この意味の apparentlyは3.2.1節で見た命題
の確実性を示す文副詞類に入るのである。
3.2.5.主節の，む的態度にかかる爵爵節
以上の副詞類とは別に、従属節が主節の心的態
度の理由や条件となる場合がある。たとえば、 be“
cause舗は、一般に主節との因果関係を示し、理
由と帰結の関係をつなぐ役割を持っている。その
接続機能は、語)[1買を入れ替えても問じである。
(Stubbs (1986: 19)) 。6) a. He was drowned because he fel off the pi巴r
b. Because he fe1 off the p隠れhewas drowned. 
つまり、 f彼は桟橋から落ちたので、溺死した」
の意味となる。しかしながら、倒のように、因果
関係が感じられない場合がある。
Gカ Hewas drunk， because he f，巴1off th巴pier.
日本語の車訳 I?桟橋から落ちたので、彼は酔っ
ていたjがおかしくなるのはそのためである。諾
)[1買を変えると英語としても不i童謡になる。
(28) キBecausehe fe1 off the pier he was drunk. 
このことから because節が主舗の命題内容の原
因・理由ではないことがわかる。では側が英語で
おかしくならないのはなぜであろうか。その理由
は、 becaus巴節が、主節の断定・陳述の心的態度
の原因・理由となっているからである。したがっ
て、「桟橋から落ちたのだから、彼は酔っていた
と替える/酔っていたに違いないJの意を表して
いるのである。言わば、表現として現れない主節
のモダリテイにかかる副詞範と雷うことができょ
う。明示的にすれば、以下のような英語が考えら
れる。
包9) a. I can say he was drunk， becaus巴hefe1 off th巴
pwr. 
b. H巴musthave been drunk， becaus巴hefel off 
the pier. 
これで明らかなように、 because節は下線部のI
can say， mustが表す心的態度の根拠になっている
のである。他に、 sinc巴節や if節にも同様の機能
がある。
(30) a. Mary's mother is alive， since you want巴dto 
know. 
b. They know each other， incase you don't know. 
c. I want a divorce， ifyou want to know th巴truth.
したがって、副詞節には、主節の命題内容にかか
る読みと、その命題内容に対する話者の心的態度
にかかる読みのこつがあると言うことができる。
このような副詞節を住い分けできるということ
は、高い英語コミュニケーション能力が備わって
いるということを意味する。
3.3.1 thinkタイプ
前節で見た Ican say he was drunk.では、断定・
陳述のモダリティが明示的に示される。このよう
な「主語と述語jからなるモダリティ表現が英語
には典型的に存在する。主語は基本的に話し手で
ある Iが用いられることが多い。例として、 Ibe-
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lieve/expectJassume/suppose， I'm sure， 1 take it for 
granted， I'm afぬid，1 wonder， 1 hear， 1 doubt， they say， 
it is claimed， we are told， 1 regretなどをあげ、ること
ができる。それぞれの述語の諾葉的特質から、推
測、推量、疑念、確信、前提、懸念、疑問、伝聞、
後悔、確認などの態度を表す。
(31) a. 1 believ巴sh巴hasa grandchild. 
b.“Is it going to rain again?"“I'm afraid so. " 
c. You're right， ~盟担任
これらのモダリティ表現は現在時制で話者の心的
態度を表すのが基本であるから、時帝Ijが変わった
り、話者~、外の主語になると、主観的なモダリティ
表現でなく、客観的措写となる。たとえば、 1think 
で見てみよう。
(32) a. 1 think John is a spy. 
b. 1 thought John was a spy. 
c. Mary thinks John is a spy. 
それぞれ、次のように日本語を対応させることが
できる。
(3) a. Johnはスパイだと(私は)思う/?思って
いる。
b. Johnはスパイだと(私は)思った/思って
いた。
c. Johnはスパイだと Maryは?思う/思って
いる。
(33a)は「思うに、 Johnはスパイだ」とも言え
る。「思っているJがおかしいのは、自分の主観
であるのに、どこか離れた視点から客観的に自分
のことを述べている感じがするためである。 (33
b)のように過去になると、「思った」仁思ってい
たJともにおかしくない。過去のことを述べる捺
は離れた視点から客観的に自分のことを述べる状
況になっているからである。 (33c)のように、
語が三人称になると、 Maryの心清に話者が入り
込むような「思うJを使うと違和感が生じ、不自
然に響く。「思っているjだと適格であるから、
三人称主語の客観的表現として成立していると考
えられる。
このような対比からわかるのは、同の英語のモ
ダリティ表現は 1thinkだけであり，1 thought， Mary 
thinksとなると、主観的態度の表現ではなく客観
的な記述となっていることである。主観的になり
うるのは話者自身の思いであり、持制は現在、もっ
と言えば発話時15でなければならない。
3.4.付加疑問
1 thinkタイプのモダリティ表現と関連して見て
おかなければならない表現は付加疑問 (tagques-
tion)である。これは、文法上、文の主語と述語
に対応する疑問形を助動詞(または be動詞)と
代名詞で付加するという形式である。付け足し
(afterthought)的に、文のi折定を和らげたり、念
押し・確認する機能を持っている。当然、モダリ
ティ表現である。主文が肯定であれば、否定の付
加疑問、主文が否定であれば、肯定の付加疑問が
付くとされる。。4) a. You know him，↓ don't you? 
b. You don't know him，↓ do you? 
c. You know him，↑ don't you? 
d. You don't know him，↑ do you? 
ここで、↓は、主文の内容を聴き手に対しである
程度の確信をもって念押しする下鋒調のイント
ネーション、↑は聴き手に主文の内容の確認をと
る上昇調のイントネーションを表している。しか
しながら、常定の主文に肯定の付加疑問が、否定
の主文に否定の付加疑問が付くことも可能で、あ
る0
(35) a. This is th巴lastf，巴rry，is it? 
b. You've done that again， have you? 
c. So you don't like my cooking， don't you? 
この場合には、話者がより強い確信をもって、付
加的に念押しをしている含みがある。また、以下
のように、勧誘や命令に付加疑問をすることが可
能である。
(36) a. Let's toss a coin to decide， shall we? 
b. Step aside， will you? 
c. Lend me five dollars， could you? 
d. Please don't shout， will you? 
さて、 1thinkタイプのモダリティ表現と関連し
て、次のような付加疑需の事実がある。
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。カ a.They think Mary is a genius， don't theyワ
b. John thinks the war is ending， do巴sn'the? 
c. *1 think this car needs a tune胸up，don't I? 
d. *1 suppose the Giants willlose this year， don't 1ワ
この事実からわかるのは、モダリテイ表現である
1 think， 1 supposeに対応する付加疑問は付けられ
ない(照応できない)ということである。これら
の表現はモダリティとして、話者の推量の心的態
度を示しており、付加疑問部がもっ疑問の態度と
矛臆してしまうためである。したがって、倒のよ
うに、命題内容に対応した付加読聞ならば適格に
なる。
(38) a. 1 think this car needs a tune-up， doesn't itワ
b. 1 suppose the Giants will lose this year， won't 
they? 
さらに、次のような対比を見てみよう。
(39) a. *1 assert that inflation will continue， won't it? 
b. *1 say that Hilda is the b巴stwrestler， isn't she? 
c. *I'm so汀yit stopped snowing， didn't it? 
d. *Unfortunately， he has Iost his k巴ys，hasn't he? 
これらの例では、命題内容に対応する付加疑問さ
え容認されないことが示されている。その理由は
主節のモダリテイ表現の態度にある。 (39a，b)で
は、主文の that節の内容が1assert， 1 sayにより強
く断定されているため、疑問を付加することがで
きないのである。一方、 (39c，d)では、I'msorry， 
unfortunatelyのモダリテイ表現が、命題内容を前
提とするため、事実であると前提されていること
に(付加的に)疑念を示すことができないためで
ある。このように、 (39a，b) と (39c，d)の不適
格性の性賀はちがうものの、どちらも複数のモダ
リティ表現が示す態度が矛属するために不適格に
なっている点では向じである。
このように、付加疑問はモダリティ表現とし
て、断定を緩和したり、命題内容を確認したり念
押ししたり、相手の応答・確認を仰ぐ意味を表す
ことから、コミュニケーション上重要な役割を来
たしている。また、親しみやすさを込めたりや呼
びかけ的に訴えることで、了寧な表現をつくり、
ポライトネス (politeness) 16を示す上でも有効で
ある。日本語で付加疑問に相当する表現が、典型
的に終助詞 fねjにあたることから考えると、そ
の有用性が推測できょう。
3.5.挿入句的表現
挿入匂や間投詞は、学校文法ではあまり扱われ
ないが、オーラルコミュニケーションでは非常に
重要な側面を持っている。「英会話Jのクラスで
は、必ずこのような表現が確認されるし、会話分
析では柔軟剤 (softener)やほかし詩句 (h巴dge)
と呼ばれることがある。語調を和らげる機龍があ
り、挿入的に使うことができるので、他に適切な
言い方ができない時など間に合わせの応答をおこ
なうことを可能にする。あるいは、前置きや跨踏
を示したり、 i可意や納得を示すこともできる。
位。 A:Do you like movies? 
B:W巴1，sort of. 
位。 A:What did you read in the end? 
B: Oh， something called，…巴r. The Lost Chil-
dren. 1 think it was. 
類例として、 youknow， kind of， actually， roughly， like 
などの詩句、 mm，uh， huhなどの間投詞をあげる
ことができる。さらに、語句を修飾する about，so 
ca11ed， as1 would ca11 it， so to speakなどの限定的語
句もこの部類に入れることができるであろう。
(Stubbs (1986: 13)) 
このような表現は、母
返事に窮するときや即答ができないときなど、個
人の女子みで、たとえば、「え-J iまあ」など、な
んらかの蕗藷の態度を示す場合に使われる。外国
語の場合、これらに相当する表現は意識的に学ぶ
必要がある。
3.6.イントネーション17
最後にとりあげるイントネーションは、モダリ
ティ表現としての音声上の効果である。英語のイ
ントネ…ションは文法的な役割も担う聞が、いろ
いろな心的態度を示すことができる。これまで見
たモダリティ表現の機能と同じく、跨路、不安、
新定、確認、疑念、不満、抗議などいろいろな態
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度を表明することができると雷われている。
たとえば、 Yes.の答を10以上の えると
か、 Two.のイントネーションが、場合により七
通りの型に分けて発話されるいう指摘がある。 19
ここでそれらを詳述することはできないが、いた
ずらに英語のイントネーションは裂が多く護雑で
あるという考え方をする必要はないであろう。基
本原郎があるはずである。
数々のイントネーションの研究・分析がある中
で、今井 (1989、1995)は、イントネーションの
意味を大きく二つに分けている。これは指導上意
味のあることと言える。まず、今井(1989: 176) 
は、イントネーション(アクセント)を下降調(fal-
ing tone) と上昇調 (risingtone) に二分し、次の
ように性格づけている。
同下降-断定
上昇 = 判断保留
さらに、今井(1995: 170)では、下降が「無色J、
上昇が「判断の保習Jとされている。詳しい説明
は問書に譲って、ここでは、イントネーションの
型を、下持調と非TI琢調に分けることにする。非
下降調とは、上昇調と平板調 (leveltone) を合わ
せたものになる。つまり、下がらないイントネー
ションを指す。そして、それぞれの心的態度は以
下のような対比になると考える。
同下降調 - 断定、確認
非下降調 = 判断保留
たとえば、「佐賀の名所はどこかjときかれて、
Yoshinogari↓と下降調で答えれば、自信をもって
断定していることになるが、 Yoshinogari↑と言え
ば、判断を保留し、相手に尋ねるような確定して
いない靖報を述べていることになる。あるいは、
平板調→で Yoshinogari-cヘ..と発話すれば、他に
も候補があり、答は確定せず、その意味で判断が
保留されていることを表すということになる。さ
らに下砕・上昇の型や上昇・下降の連続の場合も
閉じように考えることができる。
似の a. ↓John's got a t car. 
b.You↑aren't try↓ing. 
(44a)は、たとえば「どうやってそこにf子こうか」
という場合の返答で、 iJohnが車をもっているj
と断定し、さらに「ひょっとしたら乗せてくれん
じゃないかjという判断保留の態度を表してい
る。 (44b)の上昇・下降調は一般に「感動や驚き
を表す勺とされているが、たとえば「できない
よ」と雷っている相手に対して、 fやろうとして
いないjという新定的な主張に加えて、「やろう
としてさえもいないんじゃないか」の判断保留的
な態度を加味していると解釈できる。
このように、イントネーションは話者の感情や
判断を加味する点で非常にZ主要である。ただし、
上で述べたように、英語のイントネーションの型
は複雑で、あると考えるよりも、コンテクストに
よって特定の型に意味が付加されると考える方が
指導上は負担が少ないと蓄える。その際の、イン
トネーションの心的態度に関する基本的な考え方
は任命で示したとおりである。
4. 富然な発話におけるモダリティの意義
さて、これまで見たモダリティ表現は実際はど
のように使われているのであろうか。自然な英語
の発話データを見ることで、それが可能であろう
が、それは得難いものである。貴重なデータとし
てCrystaland Davy (1975)では、当人たちがそ
れと知らずに録音された会話が、音声面も含めて
分析・表記されている。ここでは、“Bonfirenight" 
と題された会話の…部を引用する。 21AとBは共
にイギリス人で、大人の女性で、ある。 (Crystal and 
Davy (1975: 28)) 
同 A:We're looking forward to bonfire night. At 
least， th巴childrenare. Do yo芯indulgein this? 
B: Oh， in， inSussex， we did. I've..， infact‘1 went 
to one last week， but it was 
A: That was a bit early， wasn't it? 
B: AIl th巴， al the joys were， joy was taken out of 
it for me b巴caus巴itwas a huge bonfire in a g昌子
den the size of this room. With big houses al 
around，註ndthe bonfire was right under a big 
tree， with its leaves al dry. 
A:Mm. 
言語理論と英語教育同
ーモダリティ:話者の気持ちの表現一 53 
B: And 1 was so wo汀i巴d，the， the flames were go-
ing right up to the lower branches of th巴 tree
and 1 was so worried about everything catching 
fire that didn't really enjoy the flames very 
much. 
A: No， 1 don't think we can m，manage a a large 
bonfire but the fireworks themselves， 巴た W巴
hav巴alitle store of. 
B: Oh， yes. They're quite fun， yes. 
A: Mm， yes， the children like them very much， so 
1 think as long as on巴 iscareful， very careful 
(oh yes) it's al right. 
B:Mm. 
A: but erm，… 1， 1， 1 ban al bangers. We don't 
have any bangers， (yes). 1 can't stand those， 
(yes)， just the pretty ones. 
B: Sparklers ar巴myfavourites. 
A: Mm， Catherine wheels are my favourites， actu-
担'iJbut竺… youkno主 wehave anything 
that's pretty an sparkly and we have a couple of 
rockets， you know， tosatisfy Jonathan whi's al 
. rock巴tsand spacecrafts and things like this. 
B:Mm. 
下線部は本稿で見た種類のモダリティ表現であ
る。(イントネーションなどの音声情報は省略し
てある。)言い査しゃ言い誤りもなんらかのモダ
リティを表すとみなすこともできる。また、下線
をヲ|いていないが、接続詞は中布(1994: 59)で
はDモダリティと呼ばれ、談話 (discourse) とか
かわり、先行発話との連接・論理関係を示すモダ
1)テイ表現であり、話者の心的態度に基づいて捜
われている。
この会話に見られるモダリテイの特徴として
は、挿入匂や関投詔表現が多用され、梧手への相
づちゃ確認、念押しといったモダリティ表現が使
われていることであろっ。情報を追加する infact 
には、接続詞的機能もある。付加疑問の wasn'tit ? 
は「ちょっと阜いわよねJと、相手への発話への
はっきりとした確認になっている。全体に、棺手
への配慮を示したり、ことばを選んでLしるという
ことを知らせる挿入勾的な er，erm， you knowがあ
ることから、二人はごく親しい関柄、たとえば家
族ではなく、お互いに遠慮を示す間柄であること
もわかる。
このようにモダリティ表現は、単に付加的な清
報というのではなく、発話において相手との対人
関係から当然使われなければならない表現という
ことができょう。自然な発話の潤滑剤としてのモ
ダリテイは、「何を伝えるかjだけが重要なので
はなく、「どのように伝えるかjの認識が必要で
あることを示している。
5.英語指導上のモダリティの位置づけ
ここ十数年は CommunicativeApproachの影響を
受けて日本の英語教育でも学習者の主体的な言語
活動が大いに取り入れられてきた。別の表現で
は、「発信瑚の英語教育」とも書われ、英語を入
力として理解するだけでなく、出力として作り出
すことが要求される持代となっている。しかしな
がら、よく言われているように、 5WlH Iだれ
が、なにを、いつ、どこで、どのように、なぜJ
という who，what， when， where， how， whyの関係だ
けを拍手に示せばコミュニケーションが成立する
と考えてしまうと、人間不症の情報伝達というこ
とになる。もちろん、 5WIHは、放送や新聞な
どで伝達文を書く時の基本であるが、その際はモ
ダリティを極力排除する意向がはたらくのであ
る。このような「何をf云えるかJから、さらに、
相手によりそれを「どのように伝えるかjの視点
が必要である。ここで、もう一度(4)のCCを見て
みよっ。
(4) a.文法能力 (grammaticalcompetence) 
b.社会言語的能力(sociolinguisticcompetence) 
c.談話能力 (discoursecompetence) 
d.方略的能力 (strategiccompetence) 
本稿で考察したモダリティとそのための表現の認
識は、「何を伝えるかJの基礎となる(4 a)の文
法能力と他の能力、特に (4b)の社会言語的能
力とをつなぐものであると考えてよいであろう。
聴き手とコンテクスト訟に配癒して、 fどのように
54 田中彰一
f云えるかJをi鹿切に決めることカfできる
が必要である。たとえば、日本語では助詞「ねJ
fよJiか」ゃ助動詞[ますJiですJiませんj
などで示される配慮が、英語でどんなモダリテイ
になるかの認識がそれにあたる。本稿では、英語
の法助動詞、文副罰、付加疑問、イントネーショ
ン等がモダリティ表現として重要な役割を持って
いることを見てきた。
言い換えれば、命題表現をつくることのみ集中
し、対人関係や場への配慮がおろそかになってし
まうと、直接的すぎる表現となってしまう。その
結果誤解を招くような事態を避けるために、モダ
1)テイの認識が必要であるということである。逆
に、モダリティを過度に意識し、丁寧すぎる表現
が出来上がって、不適切なコミュニケーションに
なる場合もある。やはり、きちんとしたモダリテイ
の認識が必要であると蓄えよう。そのためにはま
ず、(3)で、見た文の意味を二極構造で考えることが大
きな手がかりになると思われる。
(3) 文の意味z モダリティ+命題
第I言語である日本語と同じように、英語で感
情を込めた表現ができるためには、話者の心的態
度をどのように表すのかについてのしっかりとし
た気づき (awareness)がなければならない。英
語の指導上もそうした気づきの養成を槙板的にお
こなう必要がある。命題講成力に加えて、どんな
話者の気持ちがどこにあるのかをしっかりと認識
させたい。
6.結語
「何を伝えるか」のレベルでの具体的問題とし
て、たとえば、 1*sink (think) that she is hon巴st.You 
are諾light(right).とか守ama hamburger. (注文時)
のような発音や構文の需違いは、コンテクストか
ら、自分が「沈むJような状況や「人間が光やハ
ンバーガーになる」ような事態は考えられないの
が現実なので、言い誤りであることが比較的容易
に判断され、許容される。ところが、第2節で見
たように、それと知らずに子どもを諭す時の表現
(Will you pleas巴sitdown?) を成人に対して寵つ
たり、敬意が不足し、失礼になるよう 屈し
や不必要な含みのあるイントネーションで述べる
と、聴き手は故意であると解釈してしまう。この
ように考えると、「どのように伝えるかJへの配
慮がどれくらい大切かがわかることになる。命題
表現をつくるために語を選んだり、構文を工夫す
るのに加えて、命題についての自分の心的態度を
適切に表明しなければならないのである。難しい
状況になればなるほど、慎重な物言いが必要にな
るのは英語でも日本語でも同じである。本積で
は、代表的な英語のモダリテイ表現を概観するこ
とによって、 f発話時における話者の心的態度J
であるモダリテイがコミュニケーション上命題と
i司じくらい大切であることを見た。モダリテイ
現は、ある場合には単独で、ある;場合には相乗的
に使われることで、話者の態度が適切に表明され
ることがわかった。したがって、モダリティ表現
の認識は、英語を単に記号的なコミュニケーショ
ンの手段とするのではなくて、日本語と向じよう
に、書葉としてのコミュニケーション手段として
使えるようにするために考えなければならない要
素であると言うことができる。お
註
i寺村(1978:97)では、同じ概念を「客観的な
事実に対応する表現形式ではなくて、外界の fこ
とjを素材として、話し手が断定したり推定した
り、あるいはそのような判断をさらに正当化した
りする主観的な態度を表すjと述べている。ここ
では「モダリティ」を用いるが、寺村は「心的態
度(ムード)J と読んでいる。この概念は、命題
を意味する「叙述内容、雷表事態、コト、 dictumJ
に対して「言表態度、陳述、ムード、 modusJな
ど様々に呼ばれている。自語学や日本語学での扱
いも見る必要があるが、割愛せざるを得ない。
2命題もモダリティも意味成分であるので、いつ
も構造に反映されているとは言えない。たとえ
ば、Itis rainig outsid巴.という発話は、「外は雨が
降っているJという命題をそのまま陳述・断定す
る心的態震を伴うと雷うことができる。これは、
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中右 (1994)では「無擦のJモダリティとされる
ものである。このように考えると、あらゆる発話
はモダリテイを持っていることになる。(モダリ
テイの遍在性)
コミュニケーションでは、言語表現の直義
的な意味内容ばかりでなく、比織的な意味や主題
的な意味など、多くの意味的な諸相があるという
提案がある。特に Hallidayの分析では、文の結え
る情報は三層構造になっている。詳しくは村田
(1982)やHalliday(1985)を参照されたい。
また表現として表されていない開接的な意味
は、表現が能われるコンテクストとの共起関係で、
様々な倍達内容を結えていることが知られてい
る。詳しくは田中 (2003)を参照されたい。
澗説明が、 2003年の新販では languagenotes:戸時四
maticsの環に収録されている。
しく見ることができないが、単にモダリテイ
というだけでは、研究者間でその定義が整理され
ておらず、互いに棺違があり、 となる基準は
ない。つまり、モダリティの定義により、どの表
現をモダリティ表現と規定するかは異なってい
る。
6この定義における f発話時Jとは、「瞬間的現在
時Jを指す。詳しくは問書を参照されたい。
7能力を表す canの用法で、たとえば(i)のような
文では、 canはモダリテイ成分ではなく、命題成
分になっているとも考えられる。
(i) John can swim 1000 ms in 30 minutes. 
Preisl巴r(1997: 113)を参損。
8こちらを非認識的 (nonepistemic)意味と呼ぶこ
とがある。拘束的 (deontic)意味と呼ぶこともあ
る0
9過去のことについて、 shouldを用いると、残念
な気持ちゃ後悔の態度を表す。
(i) a. Should 1 have said the wrong thi可?
b. 1 should have shut my mouth. 
(ia)は「間違ったことを言ったのだろうかム (ib)
は「口を閉ざすべきだ、ったJという後悔の念が感
じ取れる表現となる。
10たとえば、未来を表す willの用法が、事態の推
を表す用法を発畏させ意味が拡張したというこ
とは十分考えられる。
(i) John wiU be a president. 
日本語の IJohnは将来大統領になりますJとい
うのも同じ感覚で捉えることができょう。
I次のような根元的意味用法の場合、法助動詞は
過去時市Ijの概念を表す。
(i) a. Mary couldn't com巴yest巴rday.
b. John wouldn't come when 1 asked him yester-
day. 
(ia)は能力のcan、(ib)は意志のwillの用法で、ある0
12文(修飾)副詞の分類については、中者(1980)
を参照されたい。
13 rジーニアス英和辞典j大修館書庖の perhaps
の項を参照されたい。
H形容詞 happyの場合、人を
可能で、ある。
にした文ならば
(i) 1 am happy that the lost ring was not of great vah丸
15註6を参照。
16ポライトネスは敬意と呼んでもよいもので、日
本語の敬語より広い概念宏指している。
17強勢 (stress) についても考える必要があるであ
ろう。日本語の日立Jと「が」に対応するような
場合がある。たとえば、 IJohnはMaryにキスし
たJと IJohnがM訂yにキスした」では、後者の
「総記jの意味では(b)のように Johnに強勢が量
かれる。
(i) a. John kissed Mary 
b. JOHN kissed Mary. 
(大文字語は文強勢を示す。)
1Sたとえば、平叙文の最後を上昇調で発話すると、
疑問文となるのは日本語と同じである。
可灸者の分析については、 O'Connor and Amold 
(1973: 7 -9 )参照。
叩O'Connorand Arnold (1973: 78)参開。
をそのまま表すことはできないため、一部
を通常の表記に修正している。
認コンテクストの重要性については、田中(2003)
を参照されたい。
おこの1~点は、さらに、言苦用言命のtt内にあるポラ
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イトネス (poIiteness)の概念と結びついている。
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